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塩
谷
町
出
身
で
文
化
勲
章
受
章

者
の
作
曲
家
船
村
徹
（
ふ
な
む
ら

と
お
る
）
さ
ん
＝
本
名
福
田
博
郎

（
ふ
く
だ
ひ
ろ
お
）
＝
が
16
日
、

神
奈
川
県
藤
沢
市
の
病
院
で
死
去

し
た
。
84
歳
。
葬
儀
・
告
別
式
の

日
取
り
、
喪
主
は
未
定
。

　

東
洋
音
楽
学
校（
現
東
京
音
大
）

に
進
学
し
、
ピ
ア
ノ
と
作
曲
を
学

ん
だ
。
盟
友
と
な
る
作
詞
家
の
故

高
野
公
男
（
た
か
の
き
み
お
）
と

出
会
い
大
衆
音
楽
の
道
に
進
み
、

55
年
に
春
日
八
郎
（
か
す
が
は
ち

ろ
う
）
さ
ん
の
「
別
れ
の
一
本
杉
」

で
注
目
を
集
め
た
。

　

「
初
め
に
言
葉
あ
り
き
。
作
曲

は
、
日
本
語
の
素
晴
ら
し
さ
を
助

け
る
脇
役
で
あ
り
た
い
」
が
歌
作

り
の
モ
ッ
ト
ー
。
村
田
英
雄
（
む

ら
た
ひ
で
お
）
さ
ん
の
「
王
将
」

や
北
島
三
郎
（
き
た
じ
ま
さ
ぶ
ろ

う
）
さ
ん
の
「
風
雪
な
が
れ
旅
」、

鳥
羽
一
郎
（
と
ば
い
ち
ろ
う
）
さ

ん
の
「
兄
弟
船
」、
細
川
（
ほ
そ

か
わ
）
た
か
し
さ
ん
の
「
矢
切
の

渡
し
」
な
ど
ヒ
ッ
ト
曲
を
連
発
し

た
。
日
本
作
曲
家
協
会
会
長
、
日

本
音
楽
著
作
権
協
会
会
長
な
ど
を

歴
任
。
95
年
紫
綬
褒
章
、
08
年
に

文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
た
。
横
綱

審
議
委
員
会
委
員
も
務
め
た
。

　

昨
年
11
月
に
は
歌
謡
曲
の
作
曲

家
と
し
て
５
千
曲
以
上
の
作
品
を

発
表
し
、
関
係
団
体
の
要
職
を
務

め
て
音
楽
界
の
発
展
に
貢
献
し
た

功
績
で
文
化
勲
章
を
受
章
。
記
者

会
見
で
は
「
私
個
人
が
頂
戴
し
た

と
い
う
の
は
恐
れ
多
く
、
大
先
輩

た
ち
の
忘
れ
物
を
拾
っ
て
届
け
る

役
だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
今
ま
で
通
り
大
衆
芸
能
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

て
い
た
。

文
化
勲
章
受
章
が
決
ま
り
、
喜
び
を
語
る
船
村
徹
さ
ん
＝
２
０
１
６
年
10
月
、
東
京
都
渋
谷
区
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
本
部

電
子
号
外
下
野
新
聞
購
読
お
申
し
込
み
は

０
１
２
０
・
８
１
０
０
８
１

フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル

作曲家、文化勲章受章

塩谷町出身、84歳

船
村
徹
さ
ん
死
去

　船村徹さんが作曲した主な歌
　1955 年　別れの一本杉（春日八郎）
　57　柿の木坂の家（青木光一）
　　　東京だョおっ母さん（島倉千代子）
　60　哀愁波止場（美空ひばり）
　61　王将（村田英雄）
　62　なみだ船（北島三郎）
　　　ひばりの佐渡情話（美空ひばり）
　64　おんなの宿（大下八郎）
　75　さだめ川（ちあきなおみ）
　80　風雪ながれ旅（北島三郎）
　82　兄弟船（鳥羽一郎）
　83　矢切の渡し（細川たかし）
　87　みだれ髪（美空ひばり）
　91　北の大地（北島三郎）




